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２ アンケート調査の概要 

（１）調査の目的 

 「田原本町次世代育成支援行動計画」の策定にあたって町内に在住の「就学前児童」及

び「小学生」のいる世帯を対象に調査を行いました。 

 

（２）調査対象者 

 調査対象者は「就学前児童」を持つ保護者と、「小学生」を持つ保護者を対象としました。 

 

（３）回収結果 

●調査地域 田原本町全域 

 

●調査対象 ①田原本町内在住の「就学前児童」を持つ保護者 

       ②田原本町内在住の「小学生」を持つ保護者 

 

●対象者数 ①1,081 人 

       ②1,056 人 

 

●調査方法 対象者に調査票を郵送、郵便での返送による回収 

   ※調査票の回答は抽出された児童の保護者に依頼し、調査の回答にあたっては、原則として抽出された

児童について求め、原則無記名とする。 

 

●調査日程 平成 21 年２月６日～平成 21 年２月 20 日 

 

●回収結果 

 

 

 

 

 

 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

① 1,081 550 50.9％

② 1,056 555 52.6％
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（４）調査結果 

①家族の状況について 

同居・近居の状況についてみると、就学前児童・小学生ともに「父母同居」が高くな

っています。また、「祖父近居」「祖母近居」も高くなっており、特に就学前児童で高く

なっています。 

主に世話をしている人については、就学前児童・小学生ともに「主に母親」が９割を

超えて高くなっています。また、前回調査と比較すると、「主に母親」が高く、同様の結

果となっています。 

 

             【同居・近居の状況】                           【主に世話をしている人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査 

前回調査 

2.4

1.1

3.1

3.1

0.9

3.2

92.9

0.5

91.9

0.9

0 20 40 60 80 100

 主に父親

 主に母親

 主に祖父母

 その他

 不明・無回答

 就学前児童（N=550）  小学生（N=555）

単位：％

2.9

0.3

1.0

4.0

0.5

0.8

0.5

95.3

0.3

94.3

0 20 40 60 80 100

 主に父親

 主に母親

 主に祖父母

 その他

 不明・無回答

 就学前児童（N=590）  小学生（N=594）

単位：％

4.9

17.1

21.5

47.5

53.6

6.4

0.7

7.7

19.8

28.8

30.6

37.3

4.5

1.1

0.5

91.8

1.4

87.6

0 20 40 60 80 100

父母同居

 父同居（ひとり親家庭）

 母同居（ひとり親家庭）

祖父同居

祖母同居

祖父近居

祖母近居

 その他

 不明・無回答

 就学前児童（N=550）  小学生（N=555）

単位：％
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0.4

0.5

0.0

6.4

15.1

53.8

7.6

4.2

0.0

92.7

4.5

14.7

0 20 40 60 80 100

 就労している

 （フルタイムの就労）

 就労している（フルタイムだが

 育休・介護休業中の場合）

 就労している

 （パートタイム、アルバイト等）

 以前は就労していたが、

 現在は就労していない

 これまでに就労したことがない

 不明・無回答

父親 母親

単位：％（N=550）

18.2

11.2 83.2

6.4

5.00.2

0.2

0.0

0.0

75.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童（N=550）

小学生（N=555）

母親が利用した

父親が利用した

母親と父親の両方が利用した

利用しなかった

不明・無回答

 

②就労状況について 

就労状況についてみると、就学前児童・小学生ともに父親は「就労している（フルタ

イムの就労）」が高くなっており、母親は就学前児童が「以前は就労していたが、現在は

就労していない」が 53.8％で高く、小学生は「就労している（パートタイム、アルバイ

ト等）」が 37.5％で高くなっています。 

また、現在就労していない、またはこれまで就労したことのない母親の今後の就労希

望についてみると、就学前児童・小学生ともに「有（１年より先で、子どもがある程度

大きくなったら就労したい）」が高く、特に就学前児童で約７割と高くなっています。 

育児休業制度の利用状況についてみると、「母親が利用した」が就学前児童で 18.2％、

小学生で 11.2％となっており、「父親が利用した」は就学前児童・小学生ともに 0.2％に

とどまっています。 

 

           【就労状況（就学前児童）】                        【就労状況（小学生）】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             【母親の就労希望】                       【育児休業制度の利用状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3

2.1

21.4

2.7

67.8

16.9

45.1

30.8

0 20 40 60 80 100

 有（すぐにでも、もしくは１年以内

 に希望がある）

 有（１年より先で、子どもがある程

 度大きくなったら就労したい）

無

 不明・無回答

就学前児童（N=338） 小学生（N=224）

単位：％

0.7

0.9

0.0

9.5

37.5

30.3

10.1

4.7

88.6

0.2

17.1

0.4

0 20 40 60 80 100

 就労している

 （フルタイムの就労）

 就労している（フルタイムだが

 育休・介護休業中の場合）

 就労している

 （パートタイム、アルバイト等）

 以前は就労していたが、

 現在は就労していない

 これまでに就労したことがない

 不明・無回答

父親 母親

単位：％（N=555）
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③子育て支援サービスについて 

子育て支援サービスについてみると、就学前児童では「家庭教育学級」の認知度がほ

かの項目と比べて低くなっています。また、「乳幼児健診（４ヶ月、１歳半、３歳半）」

以外のすべての項目で、認知度に対して利用度が大幅に低くなっており、「発達相談」に

関しては利用度に比べて利用意向が高くなっています。 

小学生では「児童の相談窓口（児童家庭支援センターあすか）」「児童のフリースペー

ス（児童家庭支援センターあすか）」については、利用度に対して利用意向が高くなって

いますが、「地域の子ども会」については、利用度に対して利用意向がやや低くなってい

ます。 

 

【子育て支援サービスについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.0

88.2

81.8

93.5

81.6

30.7

74.7

82.5

63.1

8.2

12.7

13.8

20.4

13.8

33.6 3.3

64.4

12.2

0.7

3.6

5.5

4.9

4.9

4.5

3.6

3.8

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児相談（すこやか子ども相談）

妊婦教室（マタニティ教室）

妊産婦・新生児訪問指導

乳幼児健診（４ヵ月、１歳半、３歳半）

発達相談

家庭教育学級

児童館（ふれあいセンター）

保育所や幼稚園の園庭開放

育児サークル

はい いいえ 不明・無回答

就学前児童（N=550） 【認知度】

21.5

34.9

56.7

93.8

26.4

13.5

52.4

42.7

23.1

58.9

37.8

68.0

42.2

49.8

68.5

5.5

5.5

7.5

8.4

3.8

70.5

74.9

2.4

8.0

6.2

5.6

11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【利用度】

44.4

29.6

38.4

72.4

49.6

36.0

64.9

62.9

43.5

54.2

43.6

34.9

22.0

24.5

44.0

18.0

13.1

12.5

12.5

12.2

40.0

46.7

15.5

15.6

16.2

15.5

17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【利用意向】

71.9

75.9

63.1

83.2

23.4

11.7

17.5

30.6

70.3

6.3

9.7

22.2

81.3

7.0

5.9

6.7

6.3

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保健センターでの情報・相談

児童館（ふれあいセンター）

家庭教育学級

地域の子ども会

児童の相談窓口

（児童家庭支援センターあすか）

児童のフリースペース

（児童家庭支援センターあすか）

はい いいえ 不明・無回答

【認知度】小学生（N=555）

35.5

56.2

35.1

76.8

2.7

0.9

35.1

54.6

83.8

10.3

85.4

54.8

15.3

13.7

13.5

8.6

9.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【利用度】

43.8

47.9

32.3

64.9

24.3

22.0

37.5

51.2

57.7

16.6

21.3

39.8

58.9

13.9

16.4

14.6

18.0

19.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【利用意向】

就学前児童

小学生
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④仕事と子育てについて 

仕事と子育てをする上で大変だと感じることについてみると、「自分が病気・ケガをし

た時や子どもが急に病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない」が就学前児童で

50.0％、小学生で 46.1％とそれぞれ最も高く、次いで「子どもと接する時間が少ない」

「急な残業が入ってしまう」が高くなっています。 

 

【仕事と子育てをする上で大変だと感じること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事と子育ての両立に必要なことについてみると、「配偶者やパートナーが育児に協力

してくれること」が就学前児童で 73.3％、小学生で 73.0％とそれぞれ最も高く、次いで

「延長保育や一時保育、学童保育などの保育サービス」が高くなっています。 

 

【仕事と子育ての両立に必要なこと】 

 

 

 

 

 

6.0

20.0

1.8

12.0

45.3

9.1

6.9

8.9

6.8

15.9

4.1

3.8

35.9

7.9

14.4

10.3

50.0

36.5

46.1

35.0

0 20 40 60 80

 急な残業が入ってしまう

 家族の理解が得られない

 職場の理解が得られない

 子どもの他に面倒をみなければならない人がいる

 子どもの面倒をみてくれる保育所などがみつからない

 子どもと接する時間が少ない

 その他

 特にない

 不明・無回答

 就学前児童（N=550）  小学生（N=555）

単位：％

自分が病気・ケガをした時や子どもが急に

病気になった時に代わりに面倒をみる人がいない

38.0

32.9

42.5

12.2

43.8

2.7

8.7

40.5

29.7

43.6

10.3

32.6

3.4

8.6

69.3

73.3

45.4

73.0

0 20 40 60 80

延長保育や一時保育、学童保育などの保育サービス

配偶者やパートナーが育児に協力してくれること

父親や母親などの家族が子どもの面倒を

みてくれること

育児休業や介護休業などの取得

フレックスタイムや短時間勤務などの活用

家族や隣近所、知人などからの

保育所やサービス等に関する情報提供

役場や町の機関などからの

保育所やサービス等に関する情報提供

その他

不明・無回答

就学前児童（N=550） 小学生（N=555）

単位：％
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⑤子育ての不安と悩みについて 

日頃悩んでいること、気になることについてみると、就学前児童・小学生ともに「子

どもを叱りすぎているような気がすること」が最も高く、次いで、就学前児童では「食

事や栄養に関すること」が、小学生では「友だちづきあい（いじめ等を含む）に関する

こと」が高くなっています。 

 

【日頃悩んでいること、気になること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.0

13.3

19.1

3.5

30.9

24.4

20.0

2.7

13.3

6.9

5.6

5.5

41.8

13.1

2.2

8.4

3.5

3.2

11.9

18.9

3.1

18.4

11.5

30.8

2.9

9.5

6.8

6.7

4.5

35.3

5.6

3.4

15.3

2.7

33.6

36.9

20.5

21.8

0 20 40 60

病気や発育・発達に関すること

食事や栄養に関すること

育児の方法がよくわからないこと

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子どもとの時間を十分にとれないこと

話し相手や相談相手がいないこと

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

近所に子どもの遊び友だちがいない

友だちづきあい（いじめ等を含む）に関すること

登校（登園）拒否などの問題について

子育てに関しての配偶者・パートナーの

協力が少ないこと

配偶者・パートナーと子育てに関して

意見が合わないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

まわりのみる目が気になること

配偶者・パートナー以外に子育てを

手伝ってくれる人がいないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

地域の子育て支援サービスの内容や

利用・申し込み方法がよくわからないこと

その他

特にない

不明・無回答

就学前児童（N=550） 小学生（N=555）

単位：％
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悩みや不安の相談先についてみると、就学前児童・小学生ともに「配偶者・パートナ

ー」「親族（親、きょうだいなど）」「友人」が突出して高くなっており、身近な人が相談

相手となっていることがうかがえます。 

 

【悩みや不安の相談先】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65.6

17.5

16.2

30.9

5.5

7.8

26.5

6.7

0.9

0.0

0.0

0.4

0.4

0.4

9.8

1.6

0.5

0.4

65.6

18.0

17.8

28.5

0.9

1.6

16.2

1.4

0.5

0.0

0.0

0.9

0.2

0.0

1.6

0.5

1.4

0.7

74.7

74.2

55.5

71.9

0 20 40 60 80 100

配偶者・パートナー

親族（親、きょうだいなど）

友人

隣近所の人

職場の人

保育園、幼稚園、学校の保護者の仲間

子育てサークルの仲間

インターネット

保育士、幼稚園の先生、学校の先生

医師・保健師・看護師など

子育て支援センター

母子自立支援員（母子相談員）

民生・児童委員、主任児童委員

民間の電話相談

教育相談（適応指導教室など）

保健所

保健センター

児童館

児童家庭支援センターあすか

その他

就学前児童（N=550） 小学生（N=555）

単位：％
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⑥外出の際、困ること・困ったこと 

外出の際、困ること・困ったことについてみると、就学前児童は「歩道の段差などベ

ビーカーや自転車の妨げになっていること」「交通機関や建物がベビーカーでの移動に配

慮されていないこと」「トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていないこと」が

いずれも約４割と高くなっています。小学生では「暗い通りや見通しのきかないところ

が多く、子どもが犯罪の被害にあわないか心配であること」が 44.0％と最も高くなって

います。 

 

【外出の際、困ること・困ったこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.4

38.2

32.2

32.5

35.1

28.5

33.8

6.2

16.9

20.0

6.9

5.3

2.7

19.8

12.6

12.1

12.3

26.8

31.2

44.0

6.7

8.1

25.8

5.0

9.0

4.9

38.7

32.7

24.5

33.7

0 20 40 60

歩道や信号がない通りが多く、安全に心配があること

歩道の段差などベビーカーや自転車の

妨げになっていること

交通機関や建物がベビーカーでの移動に

配慮されていないこと

トイレがオムツ替えや親子での利用に

配慮されていないこと

授乳する場所や必要な設備がないこと

小さな子どもとの食事に配慮された場所がないこと

買い物や用事の合間の気分転換に、

子どもを遊ばせる場所がないこと

緑や広い歩道がない等、まちなみにゆとりと

うるおいがないこと

暗い通りや見通しのきかないところが多く、

子どもが犯罪の被害にあわないか心配であること

周囲の人が子ども連れを迷惑そうにみること

荷物や子どもに手をとられて困っている時に

手を貸してくれる人が少ないこと

子どもが自然とふれあう機会がないこと

その他

特に困ること・今までに困ったことはない

不明・無回答

就学前児童（N=550） 小学生（N=555）

単位：％
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⑦子育て支援で力を入れてほしいこと 

子育て支援で力を入れてほしいことについてみると、「子どもだけで安心して遊べる場

所づくり」が小学生で 71.9％と最も高く、就学前でも 63.6％と高くなっています。「児

童手当の充実」は就学前で 66.7％と最も高く、小学生でも 57.3％と高くなっています。

次いで、就学前児童・小学生ともに「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備

してほしい」が高くなっています。 

 

【子育て支援で力を入れてほしいこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.5

26.9

57.8

20.9

16.9

30.0

11.5

51.5

66.7

13.5

4.0

1.8

20.4

15.7

53.5

13.5

11.4

20.4

2.3

43.4

57.3

9.4

3.1

3.8

40.4

63.6

20.5

71.9

0 20 40 60 80 100

子どもだけで安心して遊べる場所づくり

親子が安心して集まれる身近な場や機会がほしい

親子で楽しめる観劇、音楽会などの文化事業の充実

子育てに困った時に相談したり

情報が得られる場の充実

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を

整備してほしい

残業時間の短縮や休暇の取得促進などを

企業に対して働きかけてほしい

育児休業・介護休暇の取得促進などを

企業に対して働きかけてほしい

再就職についての支援の充実

子育てサ－クルへの支援をしてほしい

公園や歩道の整備をしてほしい

児童手当の充実

家事支援サービスの整備

その他

不明・無回答

就学前児童（N=550） 小学生（N=555）

単位：％


